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富山県人口ビジョン

自
然
動
態

‣ 合計特殊出生率の上昇
2030年 県民希望出生率 １.９ を達成
2040年 人口置換水準 ２.０７ を達成

社
会
動
態

‣ 若者の転出抑制と転入促進
2020年 若者世代の移動均衡を達成
（15～34歳の1,550人の転出超過を改善）

１６万人
増加

H18,19：1.34 → H27：1.51 → H28：1.50→ H29：1.55→ H30：1.52

（万人） 109.3
103.5

97.6
91.5

85.9
80.6

国立社会保障・人口問題研究所（Ｈ25推計）

【合計特殊出生率】 1.4程度で推移
【社会増減】 人口流出が段階的に減少

⇒ 2020年までに転出超過が半減
2020年からは半減のまま継続

国立社会保障・人口問題研究所（Ｈ30推計）

【合計特殊出生率】 1.45程度で推移
【社会増減】 2020～2025年の間に転入超過

に転じ、以降継続
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